
令和 6年度　陸修偕行社総会
　（　　）61 （偕行　令和 6 年11・12月号）

　令和6年10月4日（金）、陸修偕行社としては初となる総会がグランドヒル市ヶ谷で開催
されました。その目的は、陸修偕行社の事業等について会員にお知らせしご理解をいただく
とともに、来賓、現職、会員相互の交流を深めることです。
　総会に続いて、東部方面総監冨樫勇一陸将による防衛講話がありました。東部方面隊の強
靭化の取り組み等について、現場感覚の溢れる大変熱のこもった講話で、方面隊の民間企業
との連携や練成訓練への取り組み、厳しさを増す人的基盤の確保のための諸施策の説明等、
とても貴重な話を聴くことができました。
　その後の懇親会では、来賓として衆議院議員小田原潔先生、参議院議員山谷えり子先生、
参議院議員佐藤正久先生、現職から陸上幕僚長森下泰臣陸将はじめ首都圏の部隊長等の他、
協力諸団体、法人・賛助会員等を合わせ約160人方々にご参加いただきました。
　懇親会は、和気あいあいとした雰囲気の中で進められ、会員等相互の親睦を深めることが
できました。

（写真：陸修偕行社広報委員　池上均　陸自73）

総会での火箱芳文理事長挨拶 総会で会務報告を聞く会員 冨樫勇一陸将による防衛講話。東部方面隊
の強靭化の取組等を現場の視点から説明

岩田清文副理事長による締めの乾杯森勉会長による乾杯

ご祝辞をいただいた3人の国会議員（右から衆議院議員小田原
潔先生、参議院議員山谷えり子先生、参議院議員佐藤正久先生）

懇親会において現職を代表して祝辞を述べ
られる陸上幕僚長森下泰臣陸将
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